
回のマスタープランは､
合併に伴い庄原市として

の一体性に配慮し､ 統一的な
都市計画の運用を図るため策
定したもので､ 新庄原市の都
市づくりの大きな方向性を示
したことになります｡
在､ 本市の都市づくりに
おいては､ 市街地の活力

低下や里山環境の荒廃など､
さまざまな課題がありますが､
今後はこのマスタープランの
方針に沿って､ 個別の課題に
対応した取り組みを行ってい
きます｡ また､ 懸案となって
いる都市計画道路や土地区画
整理事業など長期未着手都市
計画についても､ 事業の意義
や効果の観点から見直しを行
います｡
点地区方針は､ 庄原・西
城・東城地域の策定委員

の皆さんや支所関係室と共に
地域の問題点や課題を出し合
い､ 将来ビジョンを描く中で
取り組み方針として策定した
もので､ 新庄原市の都市づく
りのためには特に必要なこと
だと思っています｡
この計画が計画倒れするこ
とのないよう､ 関係各課や市
民の皆さんと連携しながら､
目標の実現に向けて取り組ん
でいきたいと思います｡
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っ
て
い
る
地

区
や
、
今
後
20
年
間
で
重
点
的

に
取
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原
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備
北
丘
陵
公
園
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周
辺
地
区

・
備
北
丘
陵
公
園
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北
入
口
の

整
備
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応
し
て
、
北
入
口
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周
辺
地
区
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市
中
心
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や
イ
ベ
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市
街
地
循
環
バ
ス
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バ
ス
停
、
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光
客
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図
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通
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が
多
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市
中

心
部
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は
、
路
地
な
ど
の
地

域
資
源
の
活
用
な
ど
も
図
り

な
が
ら
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
進
め
、
安
全
な

歩
行
者
空
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を
進
め

ま
す
。
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を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備

区
間
に
位
置
付
け
、
安
全
な

歩
行
者
空
間
の
確
保
を
進
め

ま
す
。

・
身
近
な
公
園
が
少
な
い
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
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形
成
の
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憩
い
の
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と
な
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公
園
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備
を
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め
ま
す
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駅
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鉄
道
と
バ
ス
の
乗
り
換
え
が

不
便
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ

り
、
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

が
一
層
利
用
し
や
す
い
交
通

結
節
点
の
形
成
を
進
め
ま
す
。
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史
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し
た
ま
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づ
く

り
が
進
行
し
て
い
る
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史
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ま
ち
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は
、

ま
ち
な
み
の
保
全
・
修
復
を

進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
電
線
類
地

中
化
や
歩
行
空
間
な
ど
の
都

市
基
盤
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
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西
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共
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益
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す
る
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、
隣
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す
る
低
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地
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整
備
と
一
体
と
な
っ
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、

都
市
計
画
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路
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を
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し
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北
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。
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市
は
、
都
市
計
画
を
効
果
的
・
効
率

的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

｢

庄
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市
都

市
計
画
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を
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定
し

ま
し
た
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こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
20
年

後
の
庄
原
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
性

を
見
据
え
、
土
地
利
用
や
交
通
体
系
、

市
街
地
の
整
備
方
針
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
づ
く
り
の

理
念
を

｢�
げ
ん
き�と�
や
す
ら
ぎ�

の
さ
と
や
ま
文
化
都
市
へ
の
ま
ち
育
て｣

と
し
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
方
針
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

今
後
、
具
体
的
な
都
市
計
画
の
各
事

業
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
示
す

方
針
に
沿
っ
て
実
施
し
ま
す
。

※
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
文
は
、
庄
原

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
整
備
課
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

都
市
計
画
と
は
、
土
地
の
使
い
方
や
建
物
の

建
て
方
の
ル
ー
ル
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
道
路
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
の
施

設
計
画
な
ど
を
総
合
的
に
定
め
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
い
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
都
市
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
都

市
計
画
区
域
は
、
人
口
や
交
通
量
な
ど
都
市

の
条
件
を
勘
案
し
て
、
庄
原
・
東
城
・
西
城

地
域
の
一
部
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

都市づくりの基本姿勢
これからの都市づくりは､ 市の主体的な取り組みとと
もに､ まちづくりの主役である市民の皆さんの役割がま
すます重要であり､ 市民活動や知識が活かされる取り組
みが必要です｡
この基本姿勢は､ 都市づくりの主体 (担い手)､ 取り

組みの方法についての基本的な考え方を示しています｡

都市づくりの目標
この目標は､ 目指そうとする都市
の姿であり､ これからの都市づくり
に向けた施策展開の基本方針となる
ものです｡

■
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
協
働
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

・
各
事
業
の
計
画
段
階
か
ら
市
民
参
加
や
情

報
公
開
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

・
市
民
や
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

■
効
率
的
・
効
果
的
な
手
法
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
観
光
、
福
祉
、
環
境
な
ど
の
多
分
野
と
の

連
携
に
よ
っ
て
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

・
医
療
福
祉
、
商
業
業
務
、
教
育
文
化
な
ど

都
市
生
活
に
必
要
な
機
能
の
役
割
分
担
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
蓄
積
さ
れ
た
都
市
の
資
源
を
有
効
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
都
市
基
盤
施
設

を
都
市
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

・
地
域
を
育
て
た�
里
山�
環
境
と
調
和
し

た
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

暮らし
幅広い世代が安心
して快適に暮らせ
るまちづくり賑

にぎ

わい
商工業と観光交流
が育まれる賑わい
と活気のあるまち
づくり 環境

都市を包み込み育
ててきた､ 里山環
境にやさしいまち
づくり協働

パートナーシップ
による協働のまち
づくり


